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一
人
一
人
の
作
品
を
大
切
に

─
第
106
回
二
科
展
　

絵
画
部
展
示
に
つ
い
て

山
中 

宣
明 絵画部　審査会　2022年8月29日

絵画部　２階　第１室

　

第
106
回
展
は
入
場
者
や
出
品

者
も
増
え
盛
会
裏
に
終
了
し
、

光
明
の
見
え
る
二
科
展
と
な
り

ま
し
た
。
展
覧
会
部
は
本
展
と

春
季
展
と
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
を
持
っ
た
展
示
に
取
り
組

む
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
関
東
地
区
以
外
の
会
員
も
展

示
委
員
に
加
わ
り
全
国
的
な
視

野
に
立
っ
た
展
示
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
開
催
前
の
委
員
会
に

お
い
て
106
回
展
の
展
示
は
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
選
挙
制
度
の
改

革
に
よ
る
新
体
制
を
象
徴
す
る

新
鮮
味
の
あ
る
展
示
を
志
向
す

る
た
め
次
の
よ
う
な
具
体
的
展

示
プ
ラ
ン
を
立
て
、
可
能
な
限

り
実
施
し
ま
し
た
。

一
階

①
１
室
は
新
役
員
、
大
臣
賞
受

賞
者
等
を
中
心
に
展
示
す
る

が
例
年
通
り
の
定
位
置
に
せ

ず
、
既
視
感
の
な
い
新
鮮
な

配
列
に
す
る
。

②
２
室
を
倍
の
広
さ
に
し
て
新

役
員
、
運
営
委
員
等
の
大
作

を
中
心
に
１
室
同
様
の
ス
ケ

ー
ル
感
。

③
一
部
屋
一
部
屋
を
広
く
し
て

引
き
が
取
れ
会
員
の
大
作
が

引
き
立
つ
よ
う
に
パ
ネ
リ
ン

グ
を
変
え
て
各
部
屋
を
見
過

ご
さ
な
い
導
線
に
し
た
。
具

象
的
傾
向
と
抽
象
的
傾
向
の

部
屋
を
設
置
。

④
12
室
に
は
会
員
、
会
員
推
挙

者
、
会
友
優
作
を
一
同
に
展

示
し
、
新
し
い
息
吹
を
演
出
。

⑤
13
室
は
二
科
シ
ョ
ッ
プ
が
休

憩
室
に
移
転
し
広
く
な
り
会

員
賞
受
賞
作
と
会
員
大
作
を

展
示
し
伝
統
の
九
室
会
の
よ

う
な
現
代
性
を
感
じ
さ
せ
る

部
屋
に
し
た
。

⑥
14
・
15
室
は
会
友
賞
等
会
友

２
点
入
選
中
心
に
、
彫
刻
部

と
融
合
で
き
る
作
品
を
選
抜
。

二
階

①
準
構
成
員
で
あ
る
会
友
の
作

品
が
映
え
る
よ
う
、
例
年
よ

り
作
品
間
に
ゆ
と
り
を
持
た

せ
、
２
点
入
選
部
屋
と
１
段

部
屋
、
入
選
者
と
の
す
み
分

け
を
心
が
け
た
。

②
１
室
に
は
会
友
推
挙
や
特
別

賞
、
長
壁
に
は
２
点
入
選
を

展
示
、
２
室
抽
象
、
８
室
具

象
も
継
承
。

三
階

①
１
室
に
は
特
別
賞
や
２
点
入

選
優
作
を
展
示
、
２
室
抽

象
、
11
室
具
象
的
傾
向
を
継

第
106
回
二
科
展
　
総
括

�

生
方 

純
一

　

第
106
回
二
科
展
は
コ
ロ
ナ
禍

も
治
ま
ら
ず
、
世
情
不
安
の
中

で
周
到
な
準
備
を
重
ね
て
予
定

通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

天
候
も
不
順
で
異
常
な
暑
さ

の
続
く
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
絵
画
部
・
彫
刻
部
と
も
に

出
品
者
が
増
え
、
関
係
者
は
大

い
に
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
昨
年
同
様
に
会
場
の

密
を
避
け
る
た
め
に
人
数
制
限

が
な
さ
れ
、
理
事
と
運
営
委
員

に
よ
る
審
査
と
な
り
ま
し
た
が
、

整
然
と
行
わ
れ
、
結
果
的
に
は

偏
り
も
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

審
査
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
少
人
数
審
査
は
混

乱
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
で
、
今
後

の
審
査
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

作
品
本
位
な
審
査
で
結
果
的

に
は
密
度
の
高
い
作
品
が
選
ば

れ
、
比
較
的
若
い
人
や
新
し
い

人
の
作
品
に
秀
作
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
選
挙
改
革
委

員
会
の
提
案
に
よ
る
改
革
で
役

員
、
委
員
の
意
識
に
変
化
が
感

じ
ら
れ
、
逆
境
と
も
い
え
る
情

勢
下
で
意
欲
的
に
参
加
し
て
い

る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

一
枚
は
手
元
を
見
な
い
で
自
画

像
を
描
く
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
で
、
表
現
の
発
見
を
実
感

す
る
と
い
う
講
座
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
の
後
半
に
は
、

昭
和
女
子
大
学
の
特
任
教
授
で

あ
る
木
下
亮
先
生
を
お
招
き
し

て
、「
写
実
を
超
え
て
～
ス
ペ
イ

ン
・
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
と
の
接

点
～
」
と
題
し
た
講
演
で
ス
ペ
イ

ン
美
術
の
特
徴
で
あ
る
リ
ア
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
、
17
世
紀
の
バ
ロ

ッ
ク
か
ら
現
代
ま
で
の
作
品
を

取
り
上
げ
な
が
ら
、
今
日
的
な

視
点
で
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
人
画

家
の
接
点
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
期
の
後
半
は
大
型
台
風
の

接
近
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、

鑑
賞
者
の
出
足
に
は
さ
ほ
ど
影

響
も
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
西
日
本
各
地
で

災
害
に
遭
わ
れ
た
関
係
者
に
は

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
駅
貼
り
広
告
も
取
り

止
め
ま
し
た
が
、
入
場
者
は
昨

年
を
大
幅
に
上
回
り
、
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。
不
安
定
な
世
情

が
続
く
中
で
の
開
催
で
良
い
結

果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
各
支

部
の
協
力
は
じ
め
関
係
部
署
の

担
当
者
の
尽
力
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
、
暑
い
106
回
二
科
展
で

し
た
。
感
謝
で
す
。

　

106
回
展
の
特
徴
と
し
て
、
絵

画
部
で
は
会
場
構
成
を
大
幅
に

見
直
し
、
各
部
屋
に
特
徴
を
持

た
せ
ま
し
た
。
受
賞
作
や
推
挙

作
品
を
ま
と
め
て
展
示
し
、
比

較
し
て
鑑
賞
し
た
り
、
初
出
品

の
選
抜
コ
ー
ナ
ー
や
小
品
の
秀

作
室
を
設
け
、
従
来
の
Ｕ
35
コ

ー
ナ
ー
な
ど
と
共
に
工
夫
を
し

ま
し
た
。

　

彫
刻
部
で
も
会
場
の
中
央
に

新
し
い
試
み
と
し
て
募
集
し
た

「
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
作
品
を
展
示

し
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
に
も
秀
作
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
鑑
賞
者
の
暑

さ
に
耐
え
る
様
子
が
気
に
な
っ

た
日
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

他
に
は
、
４
部
の
会
員
に
よ

る
小
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ

ー
や
、
日
本
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
子
供
た
ち
の
作
品
も
休
憩

室
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

会
期
の
前
半
に
は
中
原
常

務
理
事
に
よ
る
出
品
者
支
援
講

座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

〈
自
分
の
「
殻
」
を
破
り
「
描
く
」

を
10
倍
楽
し
く
す
る
た
め
に
〉

と
題
し
て
、
楽
し
ん
で
描
く
に

は
何
が
大
切
か
を
語
り
、
参
加

者
が
サ
イ
ン
ペ
ン
を
使
っ
て
一

枚
は
手
元
を
見
な
が
ら
、
も
う

承
、
特
選
も
一
堂
に
展
示
し

受
賞
作
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
。

②
12
室
の
新
人
奨
励
室
は
継
承
。

③
新
た
な
試
み
と
し
て
４
、９
室

に
初
入
選
優
作
を
展
示
、
新

た
な
出
品
奨
励
策
と
し
た
。

ま
た
18
室
に
50
号
サ
イ
ズ
の

部
屋
を
設
置
。
今
後
を
見
据

え
、
サ
イ
ズ
に
関
わ
ら
ず
小

品
で
も
密
度
の
あ
る
作
品
は

優
遇
し
、
奨
励
し
て
い
く
こ

と
の
視
覚
化
を
図
っ
た
。

　

休
憩
室
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
品

展
示
近
く
に
は
、
テ
ー
マ
に
ふ

さ
わ
し
い
祈
り
や
子
供
を
描
い

た
会
員
の
作
品
を
展
示
し
、
多

く
の
入
場
者
の
関
心
を
引
く
展

示
に
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
①
二
階

の
会
友
２
点
入
選
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
会
友
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
②
三
階
入
選
者
の
展
示
に
ゆ

と
り
の
出
る
展
示
工
夫
を
す
る

③
受
賞
作
品
の
配
置
を
研
究

し
、
各
階
各
部
屋
に
見
せ
場
を

作
る
④
小
品
の
展
示
を
さ
ら
に

改
善
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

公
募
団
体
は
歴
史
的
特
質
と

し
て
作
家
集
団
で
あ
る
と
同
時

に
育
成
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
の
個
の
表
現
を
打
ち

出
す
と
と
も
に
、
出
品
者
の
意

欲
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
展
示
に

す
る
べ
く
広
く
意
見
を
賜
り
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
展
示
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会場入口

絵画部　１階　第２室

絵画部　１階　第15室絵画部　３階　第12室（U35奨励室）

絵画部　３階　第12室（U35奨励室）
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内
閣
総
理
大
臣
賞

田
浦 

哲
也

　

作
品
タ
イ
ト
ル
は
『
宇
海

の
差
値
』と
書
い
て
、「
う
み

の
さ
ち
」
と
読
む
。
青
木
繁

の『
海
の
幸
』か
ら
イ
メ
ー
ジ

を
飛
ば
し
た
作
品
だ
。

　

海
か
ら
上
が
っ
て
、
進
化

を
つ
づ
け
て
き
た
人
類
は
、

医
学
の
進
歩
に
よ
り
、
死
を

免
れ
、
ま
る
で
死
後
を
生
き

て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
類
は

自
然
な
成
り
行
き
を
変
更

し
た
り
乗
り
越
え
て
き
た
よ

う
に
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
ふ

と
見
え
な
い
未
来
を
の
ぞ
い

て
み
た
ら
、
進
化
の
過
程
の

遠
い
過
去
の
自
分
の
し
っ
ぽ

が
映
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
先

行
き
の
見
え
な
い
不
安
な
時

代
を
描
い
た
。

■内閣総理大臣賞　宇海の差値　172×260.6■東京都知事賞　manière gravure／版画の手法
274.5×182.5

東
京
都
知
事
賞

谷
口 

貞
久

　

制
作
方
法
を
よ
く
質
問

さ
れ
ま
す
。
ま
ず
組
合
わ
せ

た
シ
ナ
ベ
ニ
ア
に
不
自
由
な

線
で
下
絵
を
描
き
ま
す
。
そ

の
後
彫
刻
刀
で
掘
り
、
版
画

の
技
法
を
施
し
ま
す
。
版
画

の
手
法
を
い
か
に
タ
ブ
ロ
ー

に
で
き
る
か
と
い
う
試
み
の

制
作
な
の
で
、
着
彩
は
油
絵

具
で
一
気
に
行
い
ま
す
。
失

敗
す
れ
ば
着
彩
を
イ
チ
か
ら

や
り
直
し
ま
す
。
刷
ら
ず
に

乾
か
し
て
タ
ブ
ロ
ー
と
し
て

発
表
し
て
い
ま
す
。

第106回二科展

受 賞 作 品

■二科賞　夕凪　F100　今泉 光治

■パリ賞　武蔵野の桜　F100　前川 普佐雄
■SOMPO美術館賞　繁殖─新天地を求めて─

F100　近藤 隆弘

■上野の森美術館奨励賞　生命
F100　塩川 晴美

■二科新人賞　心透Ⅰ
F100　福岡ゆらり

第106回二科展　受賞作品 ─ 制作の視点

第
106
回
二
科
展　
受
賞
者

二
科
賞

今
　
泉
　
光
　
治
［
神
奈
川
］

パ
リ
賞

前
　
川
　
普
佐
雄
［
埼
玉
］

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
美
術
館
賞

近
　
藤
　
隆
　
弘
［
愛
知
］

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

塩
　
川
　
晴
　
美
［
静
岡
］

会
員
賞

有
　
馬
　
広
　
文
［
鹿
児
島
］

石
　
㟢
　
琇
　
子
［
千
葉
］

及
　
川
　
英
　
之
［
宮
城
］

小
　
出
　
和
　
枝
［
兵
庫
］

徳
　
永
　
ス
エ
子
［
愛
知
］

会
友
賞

磯
　
貝
　
文
　
利
［
愛
知
］

大
　
西
　
正
　
昭
［
福
岡
］

菊
　
島
　
ち
ひ
ろ
［
山
梨
］

木
　
村
　
隆
　
行
［
愛
知
］

黒
　
川
　
壽
　
子
［
千
葉
］

佐
　
藤
　
幸
　
光
［
東
京
］

島
　
崎
　
紗
　
椰
［
京
都
］

す
ぎ
も
と
　
　
和
［
愛
知
］

竹
　
川
　
洋
　
子
［
神
奈
川
］

田
　
原
　
　
　
馨
［
広
島
］

坪
　
田
　
裕
　
香
［
石
川
］

中
　
澤
　
純
　
代
［
神
奈
川
］

久
　
田
　
千
恵
子
［
愛
知
］

平
　
澤
　
紀
久
子
［
京
都
］

堀
　
谷
　
莉
　
恵
［
熊
本
］

前
　
田
　
喜
久
子
［
東
京
］

前
　
橋
　
伸
　
哉
［
東
京
］

森
　
　
　
千
　
惠
［
愛
知
］

特
選

飯
　
干
　
智
　
子
［
愛
知
］

伊
　
藤
　
　
　
茂
［
岩
手
］

伊
　
藤
　
　
　
裕
［
愛
知
］

井
　
上
　
貴
　
義
［
福
岡
］

上
　
杉
　
昭
　
芳
［
新
潟
］

及
　
川
　
寿
美
子
［
宮
城
］

亀
　
田
　
憲
　
子
［
神
奈
川
］

川
　
路
　
聡
　
美
［
富
山
］

齋
　
藤
　
照
　
美
［
栃
木
］

島
　
村
　
　
　
薫
［
兵
庫
］

須
　
佐
　
美
惠
子
［
大
阪
］

鈴
　
木
　
健
　
一
［
京
都
］

竹
　
中
　
美
　
浪
［
愛
知
］

長
　
門
　
春
　
美
［
埼
玉
］

中
　
村
　
月
　
江
［
東
京
］

濱
　
本
　
安
紀
子
［
石
川
］

林
　
　
　
里
　
美
［
滋
賀
］

藤
　
原
　
弘
　
美
［
大
阪
］

丸
　
山
　
良
二
郎
［
鹿
児
島
］

宮
　
㟢
　
洋
　
子
［
石
川
］

三
　
輪
　
　
　
修
［
宮
崎
］

村
　
上
　
元
　
彦
［
愛
知
］

二
科
新
人
賞

福
　
岡
　
ゆ
ら
り
［
愛
知
］

新
人
奨
励
賞

岩
清
水
　
唯
　
香
［
青
森
］

浦
　
　
　
真
斗
花
［
石
川
］

大
　
森
　
勇
　
人
［
静
岡
］

加
治
木
　
成
　
美
［
京
都
］

安
　
川
　
久
美
子
［
福
岡
］

会
員
推
挙

後
　
藤
　
寿
美
子
［
熊
本
］

芝
　
田
　
満
　
江
［
神
奈
川
］

筒
　
井
　
通
　
子
［
奈
良
］

鶴
　
田
　
英
　
輝
［
福
岡
］

富
　
秋
　
和
　
子
［
神
奈
川
］

中
　
野
　
紀
三
朗
［
山
梨
］

星
　
野
　
敦
　
郎
［
新
潟
］

宮
　
本
　
恵
美
子
［
東
京
］

邑
　
井
　
吉
　
治
［
京
都
］

柳
　
澤
　
綾
　
子
［
京
都
］

会
友
推
挙

相
　
原
　
俊
　
幸
［
神
奈
川
］

嵐
　
　
　
蒼
　
樹
［
石
川
］

有
　
澤
　
英
　
子
［
石
川
］

石
　
見
　
香
賀
里
［
福
岡
］

上
　
原
　
　
　
淳
［
千
葉
］

大
　
吉
　
正
　
子
［
茨
城
］

川
　
島
　
　
　
正
［
熊
本
］

桑
　
子
　
純
　
子
［
愛
知
］

志
　
波
　
宏
　
子
［
和
歌
山
］

高
　
橋
　
さ
　
ち
［
千
葉
］

田
　
中
　
勢
智
代
［
愛
知
］

前
　
川
　
普
佐
雄
［
埼
玉
］

宮
　
田
　
春
　
奈
［
石
川
］

森
　
　
　
泰
　
秀
［
佐
賀
］

森
　
山
　
麗
　
子
［
兵
庫
］

矢
　
島
　
初
　
子
［
東
京
］

山
　
本
　
知
　
子
［
鳥
取
］

米
　
村
　
保
　
明
［
熊
本
］

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

林
　
　
　
一
　
平
［
石
川
］

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

吉
　
田
　
タ
カ
ヨ
［
沖
縄
］

会
員
賞

該
当
者
な
し

会
友
賞

篠
　
木
　
玲
　
子
［
埼
玉
］

角
　
谷
　
豊
　
明
［
新
潟
］

玉
　
田
　
真
　
理
［
東
京
］

浜
　
田
　
修
　
子
［
東
京
］

細
　
田
　
愛
由
美
［
島
根
］

特
選

宮
　
川
　
晴
　
香
［
神
奈
川
］

会
員
推
挙

浅
　
草
　
義
　
治
［
愛
知
］

荻
　
野
　
弘
　
一
［
新
潟
］

澤
　
田
　
志
　
功
［
埼
玉
］

吉
　
田
　
朋
　
世
［
奈
良
］

会
友
推
挙

川
　
口
　
三
千
雄
［
東
京
］

坂
　
本
　
絢
　
佳
［
山
形
］

佐
　
藤
　
し
ず
子
［
宮
城
］

内
閣
総
理
大
臣
賞　
田
　
浦
　
哲
　
也［
福
岡
］

文
部
科
学
大
臣
賞　
山
　
田
　
將
　
晴［
愛
知
］

東　
京　
都　
知　
事　
賞　
谷
　
口
　
貞
　
久［
奈
良
］

（
絵
画
部
）

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

審
査
会
場
の
人
数
制
限
が
あ
り

昨
年
同
様
少
人
数
の
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　

理
事
長
、
常
務
理
事
、
理

事
、
監
事
、
運
営
委
員
の
計
25

名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
会

友
の
審
査
、
次
に
一
般
の
審
査

そ
し
て
賞
候
補
ま
で
を
３
日
間

で
行
い
、
４
日
目
か
ら
は
上
記

の
メ
ン
バ
ー
に
各
支
部
長
が
加

わ
り
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
使
い
最
終
の

賞
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
心

配
さ
れ
た
の
は
、
審
査
に
偏
り

が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
昨
年
の
結
果

を
見
て
も
そ
の
心
配
は
無
く
作

品
本
位
で
審
査
さ
れ
て
い
た
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
も
作
品
本

位
で
選
考
す
る
こ
と
は
変
わ
り

な
く
、
入
選
、
受
賞
作
、
と
遜

色
の
無
い
作
品
が
選
ば
れ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

５
日
目
は
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
東
京
都
知
事
賞
、
会
員
賞

に
外
部
委
嘱
審
査
員
２
名
と
理

事
が
審
査
に
当
た
り
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
田
浦
哲
也

会
員
は
、
理
想
と
現
実
と
の
空

間
で
彷
徨
う
人
間
の
心
理
を
メ

カ
ニ
ッ
ク
な
造
形
で
表
現
し
、

落
ち
の
あ
る
面
白
さ
が
あ
り
ま

す
。
東
京
都
知
事
賞
の
谷
口
貞

久
会
員
は
シ
ナ
ベ
ニ
ヤ
を
組
み

合
わ
せ
、
彩
色
し
た
所
に
彫
り

込
み
を
入
れ
面
白
い
効
果
を
出

し
、
継
ぎ
目
の
変
化
を
生
か
し

た
動
き
の
あ
る
形
が
織
り
な
す

美
し
い
色
の
抽
象
で
す
。

　

さ
て
会
場
構
成
で
す
が
、
今

回
は
何
か
気
持
ち
の
良
い
空
間

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
置
き
方
に
よ

り
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
た

こ
と
か
ら
く
る
も
の
と
思
い
ま

し
た
。

　

１
Ｆ
の
１
室
は
代
表
的
な
も

の
と
最
近
注
目
さ
れ
て
き
た
作

品
が
並
び
、
２
室
、
３
室
は
重

鎮
の
作
品
、
以
下
独
自
の
表
現

を
追
求
す
る
会
員
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
13
室
な
ど
は
会
員
の

中
で
も
新
し
い
傾
向
の
見
ら
れ

る
も
の
が
並
び
ま
し
た
。
14
室

は
２
点
入
選
の
作
品
が
並
び
次

期
会
員
候
補
と
し
て
大
い
に
期

待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
特
に

久
田
千
恵
子
さ
ん
の
視
点
の
面

白
さ
と
表
現
の
柔
ら
か
さ
、
安

新
治
さ
ん
の
都
会
的
セ
ン
ス
な

ど
に
注
目
し
た
い
。
15
室
で
は

永
田
治
子
さ
ん
の
水
墨
的
表
現

が
今
後
ど
う
展
開
す
る
か
楽
し

み
で
あ
り
ま
す
。

　

２
Ｆ
は
１
室
に
受
賞
者
が
並

び
、
中
で
も
前
川
普
佐
雄
さ
ん

の
画
面
一
杯
に
細
密
に
描
か
れ

た
桜
は
見
事
、
坪
田
裕
香
さ
ん

の
硝
子
の
質
感
の
表
現
、
そ
れ

ぞ
れ
に
次
代
を
担
う
片
鱗
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

３
Ｆ
１
室
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
、

上
野
の
森
両
美
術
館
賞
は
近
藤

隆
弘
さ
ん
の
生
命
力
を
感
じ
さ

せ
る
動
き
、
塩
川
晴
美
さ
ん
の

発
想
の
面
白
さ
と
透
明
感
と
そ

れ
ぞ
れ
に
色
彩
豊
か
な
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
９
室
に
初
入

選
、
11
室
に
２
点
入
選
を
纏
め

た
と
こ
ろ
は
、
見
や
す
く
な
り

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
展
示
に
な
り

ま
し
た
。
12
室
Ｕ
35
の
部
屋
は

若
い
力
が
溢
れ
未
熟
な
が
ら
も

良
い
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
特

に
福
岡
ゆ
ら
り
さ
ん
の
白
の
モ

ノ
ト
ー
ン
で
描
か
れ
た
作
品
の

今
後
の
展
開
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

第
106
回
二
科
展
　
審
査
・
会
場
評

�

黒
川 

彰
夫

審査風景
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作品寸評─第106回展 受賞作品から

伊
藤
　
裕

　

大
胆
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
、

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
物
の
よ

う
な
黒
い
か
た
ま
り
。

　

盛
り
上
が
っ
た
白
い
川
の
流

れ
の
如
し　

　

マ
チ
エ
ー
ル
の
面
白
さ
も
効

果
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

�

（
鶴
岡 

義
詮
）

長
門 

春
美

　

暖
か
み
の
あ
る
パ
ス
テ
ル
調

ピ
ン
ク
色
の
大
胆
な
絵
画
。

　

点
描
画
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
組

み
合
わ
せ
て
、
色
々
な
細
か
い

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

大
地
に
落
ち
て
い
る
大
き
な

葉
。
そ
の
上
の
抽
象
的
な
公
園

の
花
壇
を
思
わ
せ
る
細
か
い
マ

チ
エ
ー
ル
。
両
方
の
大
き
さ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
効
果
的
で
あ
る
。

�

（
鶴
岡 

義
詮
）

亀
田 
憲
子

　

柔
ら
か
な
人
物
の
肌
と
背
景

の
固
い
石
の
よ
う
な
質
感
の
対

比
が
面
白
い
。

　

二
人
は
ま
る
で
囚
わ
れ
の
身

で
あ
り
な
が
ら
も
、
背
後
に
見

え
る
ブ
ル
ー
の
空
が
、
こ
こ
か

ら
抜
け
出
せ
る
希
望
の
羽
根
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

�

（
鶴
岡 

義
詮
）

竹
中 

美
浪

　

電
信
柱
を
下
か
ら
見
上
げ
た

面
白
い
構
図
が
成
功
し
て
い

る
。
三
角
形
の
奥
行
き
と
立
体

的
、
安
定
感
も
あ
る
。

　

目
線
を
変
え
る
だ
け
で
、
不
思

議
な
魅
力
的
な
絵
に
変
化
す
る
。

�

（
鶴
岡 

義
詮
）

作品寸評─第106回展 受賞作品から

月の雫　　亀田憲子

夢のあとに　　伊藤　裕

予兆１　　竹中美浪

季節の中で…還　　長門春美

濱
本 

安
紀
子

　
『
ニ
ュ
ア
ン
ス
』と
い
う
言
葉

が
は
じ
め
に
う
か
ん
だ
。
ど
こ

も
か
し
こ
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
心

に
く
い
。
味
が
あ
る
と
い
う
ん

で
し
ょ
う
か
。
暗
い
け
れ
ど
も

あ
た
た
か
い
空
間
の
な
か
に
、

Ｌ
字
形
の
朱
色
の
色
面
が
画
面

を
つ
く
っ
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち

に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
遊
び
用
具

が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
さ
そ
う
。

�

（
齋
藤 

賢
司
）

安
川 

久
美
子

　

ふ
し
ぎ
な
雲
、
暗
い
高
層
ビ

ル
群
、
水
面
へ
の
う
つ
り
込
み
、

そ
れ
ら
が
上
下
対
称
、
左
右
対

称
な
の
だ
が
、
う
つ
り
込
み
部

分
の
描
き
方
が
お
も
し
ろ
い
か

ら
単
な
る
対
称
で
は
な
い
。
中

央
の
天
の
岩
戸
が
ひ
ら
く
よ
う

な
、
た
っ
た
数
㎠
の
明
部
が
中

心
線
を
つ
く
っ
て
、
み
ご
と
に
画

面
を
さ
さ
え
て
い
る
。

�

（
齋
藤 

賢
司
）

遊びの後　　濱本安紀子

油風　　安川久美子 KITCHEN JUNK「わたしの世界」
齋藤照美

齋
藤 

照
美

　

一
見
、
食
器
、
金
属
、
ガ
ラ

ス
な
ど
の
光
の
描
写
が
主
題
の

よ
う
に
…
…
だ
が
、
だ
ま
さ
れ

て
は
い
け
な
い
。
床
や
背
後
の

板
の
複
製
化
し
た
よ
う
な
技
法
、

ま
る
で
板
の
上
に
描
い
た
よ
う

で
び
っ
く
り
し
た
。
お
も
わ
ず

画
面
を
こ
つ
ん
と
た
た
い
て

し
ま
っ
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

�

（
齋
藤 

賢
司
）

中
村 

月
江

　

暗
い
な
か
に
、
そ
れ
よ
り
も

黒
い
ケ
モ
ノ
が
こ
ち
ら
を
上
目

づ
か
い
で
、
や
わ
ら
か
く
に
ら

ん
で
い
る
。
こ
わ
い
も
の
が
、

や
さ
し
い
も
の
に
見
え
て
く
る
。

守
っ
て
く
れ
る
存
在
な
の
か
も

し
れ
な
い
。�

（
齋
藤 

賢
司
）

瞠　　中村月江

及
川 

寿
美
子

　

ほ
ぼ
モ
ノ
ト
ー
ン
の
色
調
で

構
成
さ
れ
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
作
品
で
す
。
大
き
な
フ
ォ
ル

ム
が
不
思
議
な
空
間
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
独
特
な
形
は
様
々

に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
そ
こ
に

生
命
の
神
秘
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

後
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�
（
米
田 

整
弘
）

須
佐 

美
恵
子

　

ま
ず
、
階
段
を
大
胆
に
捉
え

た
構
図
が
目
を
引
き
ま
す
。
ブ

ル
ー
を
基
調
に
軽
や
か
に
描
か

れ
た
静
謐
な
画
面
。
微
か
に
塗

ら
れ
た
黄
色
が
温
か
み
を
添
え

て
い
て
詩
的
な
空
間
を
創
出
し

て
い
ま
す
。
独
特
な
空
気
感
が

魅
力
的
で
心
地
よ
く
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
が

楽
し
み
で
す
。�

（
米
田 

整
弘
）

藤
原 

弘
美

　

画
面
を
大
ら
か
に
浮
遊
す
る

フ
ォ
ル
ム
が
宇
宙
的
な
世
界
に

誘
い
込
み
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
筆
致
が
軽
快
で
洒
落
た
セ
ン

ス
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

フ
ォ
ル
ム
、
色
彩
な
ど
全
体
に

す
っ
き
り
と
簡
潔
に
表
現
さ
れ
、

作
者
が
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て

い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。�

（
米
田 
整
弘
）

福
岡 

ゆ
ら
り

　

画
面
全
体
が
白
を
基
調
に
し
、

う
っ
す
ら
浮
か
び
上
が
る
色
調

が
爽
や
か
な
優
し
い
作
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
画
面

構
成
で
不
思
議
な
世
界
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
々

し
い
新
鮮
な
感
覚
で
の
繊
細
な

描
写
に
好
感
が
持
て
る
作
品
で

す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
発

展
し
て
い
く
の
か
次
を
見
て
み

た
い
で
す
。�

（
米
田 

整
弘
）

Trip –birth–　　及川寿美子

STEPS-2　　須佐美惠子NOVA　　藤原弘美心透Ⅰ　　福岡ゆらり
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彫
刻
部
　
総
評

　
　
島
田 

紘
一
呂

彫刻部　集合写真

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
第
106
回
二

科
展
が
９
月
７
日
か
ら
９
月
19

日
ま
で
国
立
新
美
術
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら

今
回
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

彫
刻
部
で
は
、
万
全
を
期
す

べ
く
予
め
体
温
測
定
を
お
願
い

し
、
送
風
機
を
持
ち
寄
っ
て
の

搬
入
・
入
落
審
査
・
受
賞
会
議

を
行
っ
た
。
従
来
で
あ
れ
ば
搬

入
、
展
示
、
懇
親
会
な
ど
で
一

般
出
品
者
と
の
触
れ
合
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

た
が
そ
れ
も
叶
わ
ず
、
何
か
方

法
は
と
考
え
、
初
入
選
者
に
は

入
館
証
と
作
品
プ
レ
ー
ト
に
初

入
選
シ
ー
ル
を
付
け
、
会
場
で

見
か
け
た
会
員
が
積
極
的
に
話

し
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

回
は
一
般
出
品
者
68
名
（
初
出

品
者
30
名
）
会
友
28
名
、
会
員

52
名
で
の
会
場
構
成
で
あ
る
。

　

出
入
り
口
の
受
付
の
後
ろ
に

あ
っ
た
壁
面
を
外
し
、
奥
ま
で

見
渡
せ
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
形

成
し
た
。
二
科
シ
ョ
ッ
プ
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を
休
憩
室
に

移
し
、
絵
画
部
と
の
間
に
壁
面

を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
独
立

し
た
空
間
を
作
る
こ
と
が
出
来
、

新
し
い
会
場
構
成
と
な
っ
た
。

　

増
員
が
見
ら
れ
た
初
出
品
作

は
、
全
ス
ペ
ー
ス
に
偏
り
無
く

展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
受

賞
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た

材
質
に
も
気
を
配
り
同
じ
も
の

が
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
計
画
さ

れ
、
ど
の
作
品
も
展
示
場
所
と

の
違
和
感
な
く
収
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
た
。

　

新
設
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
企

画
、
30 

cm
立
方
の
中
に
収
ま

る
作
品
の
応
募
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
35
×
35
×
110
の
美
術
館

台
座
に
21
点
の
小
品
が
二
筋
の

カ
ー
ブ
を
描
い
て
展
示
し
て
あ

る
。
大
作
と
は
ま
た
違
う
小
品

の
世
界
が
始
ま
っ
た
。
ど
う
進

化
し
、
膨
ら
ん
で
い
く
の
か
期

待
を
込
め
て
見
守
り
た
い
。
来

年
、
出
品
し
て
み
た
い
と
い
う

方
に
幾
人
か
お
会
い
し
た
。
台

座
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
低
い

方
が
良
い
の
で
は
と
の
声
が
届

い
て
い
る
。
室
内
か
ら
休
憩
室

の
巡
回
展
作
品
を
観
な
が
ら
野

外
展
示
場
へ
出
る
と
、
低
か
っ

た
木
々
が
し
っ
か
り
と
し
た
緑

の
カ
ー
テ
ン
へ
と
育
ち
、
爽
や

か
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
ゆ
っ
た
り
と

作
品
達
が
点
在
し
て
い
る
。

　

初
出
品
者
増
、
新
し
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
壁
面
構
成
、
活
気
あ

る
107
回
展
を
迎
え
る
準
備
は

整
っ
た
と
感
じ
た
。

絵画部　新会員紹介

　

自
然
や
物
が
変
化
し
て
い
く
、

そ
の
時
々
の
美
し
さ
と
感
動
を

自
分
の
感
覚
と
融
合
さ
せ
、
表

現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
101
回　
特
選
／
第
102
回　
会
友
推
挙

　

第
103
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

後藤 寿美子
朽ちる２

　

現
実
の
カ
タ
チ
か
ら
離
れ
て

想
像
を
重
ね
て
い
く
。

　

や
が
て
モ
ノ
ク
ロ
と
僅
か
な

色
彩
の
中
で
、
画
面
は
動
き
始

め
る
。

　

第
88
回　
特
選
／
第
103
回　
会
友
推
挙

　

第
104
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

芝田 満江
PROMISE Ⅲ海の夢Ⅲ

　

海
の
中
に
経
験
と
心
情
や

過
去
現
在
未
来
を
創
造
し
て

描
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ

の
時
々
の
偶
然
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

第
102
回　
特
選
／
２
０
１
８
春
季
二
科
賞

　

第
103
回　
会
友
推
挙
／
第
104
回　
会
友
賞

　

第
106
回　
会
員
推
挙

筒井 通子

珊瑚の化身（C）

　

色
即
是
空
空
即
是
色

二
科
会
の
歴
史
の
重
み
を
背
負

い
な
が
ら
、
己
に
負
け
な
い
絵

の
道
を
精
進
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

己
の
力
に
あ
ら
ず　

今
だ
道

な
か
ば
・・・　
　
　
　

合
掌

　

第
95
回　
記
念
賞
／
第
98
回　
会
友
推
挙

　

第
99
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

鶴田 英輝

　

顔
の
よ
う
で
顔
じ
ゃ
な
い　

人
の
よ
う
で
人
じ
ゃ
な
い
か
た

ま
り
、
エ
ス
キ
ー
ス
も
無
い
世

界
は
い
つ
も
む
ず
か
し
い
…
…
。

　

第
98
回　
特
選
／
第
99
回　
会
友
推
挙

　

第
102
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙	

富秋 和子
えとらんぜ homme

乳くびの上に蛙（Ⅲ）

　

心
の
赴
く
ま
ま
に
色
々
と
描

き
、
そ
の
積
み
重
ね
か
ら
発
想

の
転
換
を
し
、
自
己
へ
の
挑
戦

が
今
回
の
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
72
回　
特
選
／
第
74
回　
会
友
推
挙

　

第
88
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

中野 紀三朗

　

思
春
期
真
っ
盛
り
の
高
二
の

娘
が
題
材
。
た
だ
直
向
き
に
生

き
る
多
感
な
時
期
。
想
い
描
い

た
未
来
に
な
れ
と
強
く
願
う
。

　

第
79
回　
特
選
／
第
95
回　
会
友
推
挙

　

第
103
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

星野 敦郎
仰向く

　

壁
面
と
の
対
話
を
く
り
返
し

な
が
ら
と
、
次
元
を
超
え
た
描
写

に
遭
遇
し
た
時
が
忘
れ
ら
れ
ず
描

き
続
け
て
い
ま
す
。
苦
戦
の
中
で

挑
戦
し
発
見
す
る
喜
び
を
楽
し

み
に
探
し
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
101
回　
特
選
／
２
０
１
７
春
季
二
科
賞

　

第
102
回　
会
友
推
挙
／
第
104
回　
会
友
賞

　

第
106
回　
会
員
推
挙

宮本 恵美子 擬態

成りゆく情景Ｃ

　

段
々
と
抽
象
に
な
っ
た
。
以

前
の
花
鳥
山
水
の
先
を
求
め

た
。
単
純
な
形
の
構
成
と
色
の

抑
揚
を
考
え
て
一
景
を
創
っ
て

み
た
。

　

第
85
回　
記
念
賞
／
第
93
回　
会
友
推
挙

　

第
99
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

邑井 吉治
夏来

　
「
香
り
の
記
憶
」
が
テ
ー
マ
で

す
。
感
情
を
揺
さ
ぶ
る
、
心
を

ざ
わ
つ
か
せ
る
も
の
そ
ん
な
も

の
を
描
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
99
回　
特
選
／
第
102
回　
会
友
推
挙

　

第
103
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

柳澤 綾子
彫刻部　会場
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文
部
科
学
大
臣
賞�

山
田 

將
晴

　

素
材
特
性
を
活
か
し
て
、
生

物
の
強
い
生
命
力
、
力
強
さ
を
、

折
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
思
う

ほ
ど
柔
軟
な
カ
タ
チ
で
、
折
れ

な
い
で
あ
ろ
う
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
、
横
方
向
に
「
す
ー
っ
」

と
伸
び
て
行
く
様
を
思
い
制
作

し
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
賞�

林
　
一
平

　
コ
ロ
ナ
禍
。
多
く
の
方
が
絶

望
、
危
機
に
、
ま
た
社
会
の
変

動
に
不
安
と
閉
塞
感
に
戒
め
ら

れ
た
。
闇
の
中
か
ら
見
え
る
希

望
と
い
う
光
の
ト
ン
ネ
ル
を
ず

っ
と
追
い
続
け
て
い
た
自
分
。

し
か
し
希
望
は
し
っ
か
り
と
闇

の
中
で
も
力
強
く
輝
い
て
い
る

事
を
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

心
の
葛
藤
を
テ
ー
マ
に
。

会
友
賞�
細
田 
愛
由
美

　

八
年
前
、
モ
デ
ル
だ
っ
た
家

族
の
猫
が
旅
立
っ
て
か
ら
は
身

近
な
人
を
モ
デ
ル
に
制
作
を
し

て
い
ま
す
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
た
田
舎
で
の

生
活
で
、
自
分
も
そ
の
一
部
で

あ
る
と
思
う
時
、
あ
り
が
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

今
を
重
ね
て
、
感
謝
や
感
動

を
形
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文部科学大臣賞　地の記憶Ⅲ　山田 將晴

ローマ賞　そして、これから　林　一平会友賞　見つめる　細田愛由美

会友賞　snow dome　　角谷豊明
会友賞　同床異夢　篠木玲子

会
友
賞�

玉
田 

真
理

　
「
試
着
す
る
」と
い
う
意
味
の

英
単
語
、T

ry on

（
ト
ラ
イ 

オ

ン
）
か
ら
の
、
ト
ラ
と
ラ
イ
オ

ン
の
掛
詞
で
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
自
分
に
な
れ

る
と
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
ラ
イ
オ
ン
を
着
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
後
き
っ
と

お
互
い
交
代
で
試
着
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

会
友
賞�

篠
木 

玲
子

　
学
生
時
代
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

55
才
に
な
っ
た
時
、
立
体
制
作

に
強
く
惹
か
れ
て
、
早
20
年
。

毎
年
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
思
い
な
が
ら
作

り
続
け
て
、
今
回
の
受
賞
。

　

作
品
は
、
サ
ナ
ギ
か
ら
蝶
に

脱
皮
す
る
時
の
未
知
へ
飛
び
立

つ
不
安
と
勇
気
と
憧
れ
を
表
現

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
増
々
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

会
友
賞�

角
谷 

豊
明

　

豪
雪
地
帯
に
住
ん
で
い
る
者

と
し
て
雪
は
生
活
の
一
部
。

　

厳
し
い
冬
を
日
々
我
慢
強
く

暮
ら
し
て
い
る
と
降
雪
後
に
力

強
く
、
美
し
い
白
銀
の
世
界
が

現
わ
れ
る
。

　

今
回
は
豪
雪
地
の
風
景
を
切

り
取
り
、
雪
の
降
り
積
も
っ
た

建
築
物
を
モ
チ
ー
フ
に
雪
国
の

一
コ
マ
を
表
現
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
寸
評

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

�

吉
田 

タ
カ
ヨ 

　

鉄
の
薄
板
で
構
成
さ
れ
た
フ

ォ
ル
ム
は
圧
巻
で
、
鎚
跡
や
タ

ッ
プ
溶
接
に
も
作
者
の
美
意
識

を
感
じ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
示
す

通
り
、
作
品
制
作
は
常
に
作
為

の
境
界
と
の
鬩
ぎ
合
い
で
あ
る
。

　

自
身
の
境
界
の
捉
え
方
も
変

容
し
て
行
く
事
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
形
で
実
を
結
ぶ
の
か
、

今
後
の
動
向
に
注
目
で
あ
る
。

�

（
長
谷
川　

登
）

特
選�

宮
川 

晴
香

　

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
巨
樹
と

出
会
っ
た
作
者
は
怯
む
こ
と
な

く
そ
の
た
た
ず
ま
い
を
見
つ
め

て
鑿
を
当
て
な
が
ら
対
話
す
る
。

無
造
作
に
伐
採
さ
れ
た
原
木
は

や
が
て
一
つ
の
意
思
を
持
っ
て
し

な
や
か
な
形
状
を
現
し
た
。

　

作
者
が
こ
の
大
木
に
向
か
っ

て
制
作
し
て
い
る
姿
を
想
う
と
、

豊
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
安
田 

正
子
）

彫刻の森美術館奨励賞　作為の境界
吉田タカヨ

会友賞　ハミデル　浜田修子

特選　きみはcrooked wood
宮川晴香

会
友
賞�

浜
田 

修
子

　

美
術
の
世
界
か
ら
離
れ
、
気

が
付
け
ば
二
十
五
年
が
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。
後
先
考
え
ず
彫

刻
の
世
界
に
復
帰
し
て
も
、
思

う
よ
う
に
出
来
ず
も
ど
か
し
い

日
々
が
続
き
・・・
今
は
彫
刻
を

作
れ
る
事
に
感
謝
し
、「
か
た

ち
」
と
「
色
」
を
組
み
合
わ
せ
た

私
な
り
の
表
現
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

会友賞　Try on. ～試着しよ～
玉田真理

第106回二科展　受賞作品 ─ 制作の視点

　

歴
々
の
彫
刻
家
が
「
自
ら
の

花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
」
と
後

進
に
語
っ
た
よ
う
に
、
私
は「
彫

刻
と
は
何
か
、
芸
術
と
は
何

か
」
と
い
う
大
き
な
問
い
を
持

ち
な
が
ら
、自
ら
の
意
志
を
体
現

す
る
よ
う
な
作
家
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
98
回　
特
選

　

第
99
回　
特
選
・
会
友
推
挙

　

第
102
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

吉田 朋世

　

制
作
に
使
用
し
て
い
る
楠
と

い
う
素
材
に
は
、
そ
れ
自
体
に

「
生
命
」
が
宿
っ
て
い
る
為
な

の
か
「
曖
昧
さ
」
と
「
リ
ア
リ

テ
ィ
」
を
同
時
に
表
現
す
る
の

に
適
し
て
い
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
密

度
の
高
い
表
現
を
全
て
の
作
品

に
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
103
回　
彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

第
104
回　
会
友
推
挙
／
第
105
回　
会
友
賞

　

第
106
回　
会
員
推
挙

澤田 志功

　

多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
励
ま
さ
れ
会
員
に
推
挙
さ

れ
る
ま
で
出
品
し
続
け
ら
れ
た

こ
と
に
率
直
に
皆
さ
ん
の
御
厚

情
に
感
謝
で
す
。
二
科
会
会
員

に
推
挙
さ
れ
て
何
か
心
構
え
が

変
わ
る
か
と
言
え
ば
そ
れ
は
な

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
石
と
向
き
合
い
語
り
合

い
、
彫
り
発
表
し
続
け
る
の
み

で
す
。

　

第
101
回　
特
選
／
第
102
回　
会
友
推
挙

　

第
104
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

荻野 弘一

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
言
葉

に
決
し
て
諦
め
な
け
れ
ば
夢
は

叶
う
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。

初
出
品
か
ら
46
回
目
、
73
歳
で

会
員
推
挙
、
夢
の
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
熱
い
鉄
と
対
話

し
な
が
ら
自
分
の
個
性
を
活
か

し
密
度
の
高
い
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
78
回　
特
選
／
第
82
回　
会
友
推
挙

　

第
101
回　
会
友
賞
／
第
106
回　
会
員
推
挙

浅草 義治

彫
刻
部
　

新
会
員
紹
介

新カテゴリー作品
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彫
刻
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
ア
ー
ト
の
芽
を
育
て
る
　

新
た
な
取
組
み
」

　
　
山
田 

美
智
子

106th
2 　 0 　 2 　 2

９月16日　講演会　14：00～15：30　３階講堂
	 木下 亮氏（昭和女子大学特任教授）　

９月７日　授賞式　14：00～　３階講堂

生方理事長 総評 内閣総理大臣賞　田浦 哲也

の
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
15 

cm
の
立

方
体
は
、
見
る
側
の
意
識
を
集

中
さ
せ
作
品
の
力
を
空
間
に
集

約
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
ケ
ー

ス
越
し
に
光
を
受
け
輝
く
作
品

や
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
静
か
に

語
り
か
け
る
作
品
か
ら
は
、
大

作
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い

繊
細
な
手
仕
事
や
遊
び
心
を
感

じ
、
出
品
者
の
学
び
の
場
と
な

る
特
別
な
空
間
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
２
年
越
し
の
開
催
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
参
加
の
意
義
が
彫
刻
部
に

浸
透
し
、
30
点
の
作
品
を
提
供

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
も
、
新
し
い
始
ま
り
の
風
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
と
一
丸
に
な
っ
て
進

め
た
電
子
マ
ネ
ー
決
済
で
は
、

一
人
で
10
点
購
入
さ
れ
た
来
場

者
も
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
物

販
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
お
い
て

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用
が
50
％
と

好
調
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に

よ
る
チ
ケ
ッ
ト
販
売
も
今
後
増

え
る
見
通
し
が
立
ち
、
新
た
な

取
組
み
の
成
果
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

ワークショップ

９月９日　支援講座・ワークショップ　13：00～　３階講堂

中原史雄 支援講座

い
空
間
で
、
開
放
感
溢
れ
る
展

示
が
出
来
ま
し
た
。
来
場
者
の

方
々
も
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
絵
画
部
の
額
装

作
品
、
彫
刻
部
の
石
、
木
、
土
、

石
膏
、
金
属
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

材
質
に
よ
る
作
品
、
ア
ー
ト

キ
ュ
ー
ブ
な
ど
新
た
な
企
画
も

加
え
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

は
さ
ら
に
充
実
し
た
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
導
入
し
た
電
子
決

済
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
も
順
調

で
し
た
。

　

売
上
総
額
１
、４
０
５
、９
０
０

円
か
ら
経
費
２
０
６
、６
２
０

円
の
支
出
を
計
上
し
、
今
後

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
を
継
続

す
る
た
め
の
準
備
金
と
し
て

４
４
７
、９
０
０
円
を
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
基
金
と
し
て
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
記
の
通
り
公
益
社
団
法
人

二
科
会
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
の
収
益
の
内
、
寄
付
と

芸
術
義
援
活
動
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

寄
付
活
動
費 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
：

２
０
０
、０
０
０
円

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
友
好
協
会
：

２
０
０
、０
０
０
円

芸
術
義
援
活
動
費 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
作
品
展
示
経
費
：

５
５
８
、０
０
０
円

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
意
味
を
調

べ
る
と
、
慈
愛
、
慈
善
、
博

愛
、
思
い
や
り
の
言
葉
が
並
び

そ
の
語
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語

で
「
親
切
」
を
意
味
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
藝
術
と
い
う
言
葉

に
は
「
心
に
種
を
ま
く
」
と
い
う

意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
社

会
的
救
済
活
動
と
来
場
者
・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
親
切
と
は
何

か
を
、
時
間
を
か
け
て
議
論
し

た
結
果
、
芽
を
育
て
る
よ
う
に

継
続
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
至
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
来

場
者
に
は
作
品
と
の
出
会
い
の

ワ
ク
ワ
ク
を
提
供
し
種
を
ま
き
、

作
家
に
は
従
来
方
式
に
加
え
還

元
方
式
を
導
入
し
、
制
作
費
の

一
部
を
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り

作
家
が
育
つ
糧
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
政
府
の
推
奨
す
る
電

子
マ
ネ
ー
決
済
を
二
科
展
と
し

て
導
入
し
、
国
立
新
美
術
館
で

は
公
募
展
初
の
採
用
と
し
た
こ

と
で
、
誰
に
お
い
て
も
安
全
で

「
親
切
」な
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。

　
“
ワ
ク
ワ
ク
の
種
”と
し
て
取

入
れ
た
「
A
R
T 

C
U
B
E
」

絵画部、彫刻部　会員によるチャリティー展示 野外展示場から見たチャリティーショップ

ウクライナ子供達の作品

◇
二
科
シ
ョ
ッ
プ
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告

　

１
階
の
会
場
内
に
あ
っ
た
二

科
シ
ョ
ッ
プ
が
、
今
年
は
休
憩

室
に
移
り
、
彫
刻
部
の
野
外
展

示
場
へ
続
く
外
光
の
入
る
明
る
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◆地域支援　ー支援担当理事が会場講評会など各地の出品の方々を支援しますー

北海道支部展	 令和５年５月９日	～	14日	 大丸藤井セントラルノーザンギャラリー
	 ・５月８日　講評会（予定）

愛媛支部展	 令和５年５月17日	～	21日	 松山県立美術館
	 ・５月20日　講評と四国地域懇談会（予定）

東北連合展	 令和５年５月26日	～	30日	 秋田県立美術館
	 ・会期中　レクチャーを予定

関
西
二
科
展
に
つ
い
て

�

関
西
支
部
長
・
理
事
　
尾
崎
　
功

●
１
９
６
６
年 

第
50
回
二
科

展
が
終
わ
っ
た
翌
年
、
第
１

回
関
西
二
科
展
が
大
阪
高
島

屋
百
貨
店
で
、
第
２
回
展
は

大
阪
大
丸
百
貨
店
で
の
開
催
、

第
３
回
展
か
ら
京
都
市
美
術

館
（
現
・
京
都
京
セ
ラ
美
術

館
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
発
足
当
時

の
絵
画
部
会
員
は
藤
井
二
郎
、

松
井
正
、
吉
原
治
良
、
伊
庭

伝
治
郞
、
井
上
覚
造
、
松
葉

清
吾
、
吉
村
勲
、
猪
田
七
郎
、

田
川
覚
三
、
大
淵
陽
一
、
辻

本
敬
三
、
福
島
淳
志
郎
、
赤

羽
恒
夫
、
彫
刻
部
で
は
大
西

金
次
郎
、
日
高
正
法
、
平
川

正
道
、
松
下
隆
治
、
長
谷
川

雅
司
、
村
岡
三
郎
、
木
村
敏
、

小
山
由
寿
、
東
山
正
久
、
平

野
秀
一
で
、
関
西
在
住
の
二
科

会
会
員
・
会
友
お
よ
び
二
科

展
出
品
者
（
前
年
ま
で
の
入
選

者
で
今
年
二
科
に
出
品
す
る

者
）
に
よ
る
展
覧
会
で
、
と
く

に
新
人
に
対
し
て
広
く
研
鑽

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
の
試

み
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

時
代
背
景
も
あ
り
ま
す
が
、

関
西
か
ら
二
科
展
へ
の
出
品
者

を
増
や
す
こ
と
、
二
科
会
の
趣

旨
に
あ
る
よ
う
に
、
新
し
い
価

値
の
創
造
に
向
か
っ
て
制
作
上

の
自
由
と
個
性
の
尊
重
を
う

た
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
展
の
役
割

�

京
滋
支
部
・
理
事
　
田
川 

絵
理

　

関
西
支
部
長
が
語
っ
て
下
さ
っ
た

「
関
西
二
科
展
の
成
り
立
ち
」
か
ら
個
人

的
思
い
出
が
沸
い
て
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

本
展
に
入
選
す
れ
ば
次
の
関
西
二
科

展
に
出
品
す
る
事
が
で
き
る
！　

し
か

も
号
数
制
限
無
し
‼

　

本
展
に
100
号
１
点
出
品
す
る
に
も

50
号
２
点
と
セ
ッ
ト
に
す
る
縛
り
が

あ
っ
た
時
代
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ま
ず

は
100
号
を
鑑
別
無
く
陳
列
し
て
も
ら

え
る
悦
び
！ 

は
じ
め
て
200
号
を
制
作

し
た
の
も
関
西
二
科
展
で
し
た
。

　

制
作
の
自
由
と
個
性
の
尊
重
、
ま

さ
に
強
制
の
な
い
刺
激
を
う
け
な
が

ら
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
孵
卵
器
と
し
て

緩
や
か
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

関
西
二
科
展
で
受
賞
し
て
は
本
展

の
賞
に
つ
な
が
っ
て
…
ほ
と
ん
ど
の
関

西
会
員
会
友
が
た
は
振
り
返
れ
ば
気

付
か
ぬ
裡
に
も
こ
の
経
過
を
辿
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
“
ひ
ろ
く
研
鑽
の
場
を
提
供
”

す
る
べ
き
側
の
立
場
と
な
っ
て
参
加
作

品
サ
イ
ズ
こ
そ
30
号
程
度
、
会
員
と

し
て
後
進
に
壁
面
を
提
供
し
て
は
お

り
ま
す
が
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
し

て
存
在
で
き
て
い
る
か
、
観
る
け
れ
ど

も
あ
れ
こ
れ
指
示
し
た
り
口
を
挟
ま

な
い
達
人
に
と
う
て
い
成
れ
て
い
な
い

こ
と
を
反
省
し
ま
す
。

　

団
体
展
は
絵
を
発
表
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
絵
を
教
え
る
処
で
は
な
い
、
と

先
達
の
言
葉
、
改
め
て
肝
に
銘
じ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2023春季二科展　予告

地域展　二科展出品者支援

2023リニューアル春季展への誘い� 展覧会担当理事・春季展展示委員会　山中 宣明

2023年の春季展は、東京都美術館の１Ｆに1.5倍に増床し、
期間も2週間となって２回目の開催となります。
国立新美術館での本展とは違った二科展の魅力を打ち出すべく、
２つの柱を趣旨とし、絵画・彫刻とも新企画を検討・準備しています。

支援講座・ワークショップ
応募申込書はこちらから→
FAX：03-3354-4768

メール：nika@nika.or.jp

� 大　阪　展	 令和４年11月３日	～	11月13日	 尼崎市総合文化センター

� 東　海　展	 令和４年12月21日	～	12月25日	 愛知県美術館ギャラリー

� 京　都　展	 令和５年１月24日	～	１月29日	 京都市京セラ美術館

� 広　島　展	 令和５年２月７日	 ～	２月12日	 広島県立美術館　県民ギャラリー

� 鹿児島展	 令和５年３月５日	 ～	３月12日	 鹿児島県歴史・美術センター黎明館

� 福　岡　展	 令和５年３月14日	～	３月19日	 福岡市美術館

第106回二科展　巡回展スケジュール

大阪巡回展　会場

① 会員の実験的な表現の場とすること　
●フリースペースの設置　ワクワク感を大切に
会員の規定サイズの力作群に加え、素材・表現方法・展示法などを自由に展示するスペースも
設けました。前回は理事中心でしたが今年は広く会員にも参加を募り、十数名の会員の
意欲作が展示されます。彫刻部も参加予定でコラボ的空間も乞うご期待。

② 本展とは違う視点・企画で一般・会友の奨励・育成の場とする
●一般・会友選抜展
絵画部の第106回二科展の受賞者、会友推挙者から56名を選抜し、F130号までの大作に
もチャレンジした新作を1～3室に展示します。優秀作には春季二科賞・春季賞も授与。
ギャラリートークも実施。彫刻部も期待の会友・一般から12名選抜。

●個展形式特別展示　「７つの個」　
絵画部一般・会友の近年の特別賞受賞者から今回は７名を最終選抜し、一人約10ｍの
壁面に個展形式で自由に展示。７人の侍のそれぞれの個性のセッションとなる企画。
選抜作家の世界を語るトークも予定
選抜者：小原 禎二［神奈川］　畠中 富雄［大阪］　中澤 純代［神奈川］　前川 普佐雄［埼玉］
　　　　今泉 光治［神奈川］　近藤 隆弘［愛知］　塩川 晴美［静岡］

●春季展開催中の支援講座・ワークショップ
午前の部：田川絵理　支援講座

「私の無手勝流手前みそ的制作」
─デッサンがバラバラになる契機はジャズピアノだった?!

午後の部：西 健吉 支援講座・ワークショップ
「自分らしい創作活動の取り組み方について」
絵画制作を通して新しく自分を発見するポイントや基礎的な要素について語る。
ワークショップ　「見なくても描けるもの」物の性質の理解と構成について説明しながら体験する

日時：2023年4月29日（土）　午前の部：午前10時～（90分）　午後の部：13時～（120分）
場所：東京都美術館　講堂　　定員：各90名　　参加費：3,000円

●初めての試みとして相互研鑽の会員勉強会を開催予定
４月20日（木）　午前　生方純一　「107回二科展に向けて」
　　　　　　　　　　山中宣明　「素材との対話・その可能性」
　　　　　　　午後　中原史雄　「一歩踏み出す表現には何が」
　　　　　　　　　　講座後　参加会員による懇談

各会員が支部や教室・学校等などで実施している出品者への有効な指導法や
教材等の情報交換の場とし、作家として絵画表現の取り組み方や会にとって
今必要な事を話し合う機会を設けます。

フリースペース

2022春季二科賞　加藤弘子

講演会（2022年）

２
０
２
３
春
季
二
科
展
　

選
抜
出
品
予
定
者

■
絵
画
部

（
会
友
）

前
田
喜
久
子［
東
京
］

平
澤
紀
久
子［
京
都
］

磯
貝　

文
利［
愛
知
］

す
ぎ
も
と
和［
愛
知
］

森　
　

千
惠［
愛
知
］

竹
川　

洋
子［
神
奈
川
］

菊
島
ち
ひ
ろ［
山
梨
］

木
村　

隆
行［
愛
知
］

久
田
千
恵
子［
愛
知
］

黒
川　

壽
子［
千
葉
］

佐
藤　

幸
光［
東
京
］

大
西　

正
昭［
福
岡
］

島
崎　

紗
椰［
京
都
］

中
澤　

純
代［
神
奈
川
］

相
原　

俊
幸［
神
奈
川
］

嵐　
　

蒼
樹［
石
川
］

有
澤　

英
子［
石
川
］

大
吉　

正
子［
茨
城
］

川
島　
　

正［
熊
本
］

桑
子　

純
子［
愛
知
］

志
波　

宏
子［
和
歌
山
］

高
橋　

さ
ち［
千
葉
］

田
中
勢
智
代［
愛
知
］

宮
田　

春
奈［
石
川
］

森　
　

泰
秀［
佐
賀
］

山
本　

知
子［
鳥
取
］

（
一
般
）

飯
干　

智
子［
愛
知
］

伊
藤　
　

茂［
岩
手
］

伊
藤　
　

裕［
愛
知
］

井
上　

貴
義［
福
岡
］

上
杉　

昭
芳［
新
潟
］

及
川
寿
美
子［
宮
城
］

亀
田　

憲
子［
神
奈
川
］

川
路　

聡
美［
富
山
］

齋
藤　

照
美［
栃
木
］

島
村　
　

薫［
兵
庫
］

竹
中　

美
浪［
愛
知
］

長
門　

春
美［
埼
玉
］

中
村　

月
江［
東
京
］

野
口　
　

晃［
東
京
］

濱
本
安
紀
子［
石
川
］

林　
　

里
美［
滋
賀
］

春
木　
　

凛［
大
阪
］

福
岡
ゆ
ら
り［
愛
知
］

藤
原　

弘
美［
大
阪
］

丸
山
良
二
郎［
鹿
児
島
］

宮
﨑　

洋
子［
石
川
］

三
輪　
　

修［
宮
崎
］

村
上　

元
彦［
愛
知
］

新たな春季展として広く美術界に発信していきますので、
ぜひ会場に足を運び新たな息吹を体感していただきたいと思います。

彫刻部展示室

個展ブース

田川絵理 西　健吉

■
彫
刻
部

（
会
友
）

角
谷　

豊
明［
新
潟
］

細
田
愛
由
美［
島
根
］

篠
木　

玲
子［
埼
玉
］

浜
田　

修
子［
東
京
］

玉
田　

真
理［
東
京
］

（
一
般
）

宮
川　

晴
香［
神
奈
川
］

吉
田
タ
カ
ヨ［
沖
縄
］

東北連合展会場
（2022年）

◆地域展の役割─ 関西二科展　2023年4月11日～16日　京都市京セラ美術館

関西２府４県（滋賀・京都・奈良・大阪・和歌山・兵庫）で行われている関西二科展について紹介します。

　

当
時
の
絵
画
で
二
科
展
入

選
者
は
50
名
余
だ
っ
た
の
が
、

２
、３
年
後
に
は
120
名
余
り
に

な
っ
て
大
作
も
Ｏ
Ｋ
、
100
号
２

点
も
出
品
で
き
る
場
と
し
て

強
制
の
な
い
刺
激
を
受
け
な

が
ら
現
在
の
会
員
・
会
友
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
（
現
在
は
会
員
・
会
友
も
増

え
、
壁
面
の
都
合
上
、
会
員

だ
け
は
30
号
程
度
と
の
制
限

が
あ
り
ま
す
）。

　

第
51
回
展
（
２
０
１
６
年
）

ま
で
、
会
期
は
４
月
～
５
月

の
２
週
間
で
し
た
。
桜
の
花

咲
く
京
都
、
来
場
者
数
は
少

な
い
年
で
も
約
６
、０
０
０
～

１
２
、０
０
０
人
。
２
０
１
７

年
か
ら
２
０
１
９
年
は
美
術
館

改
修
工
事
の
た
め
、
２
０
２
０

年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
４
年
間

の
休
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
52
回
展
（
２
０
２
１
年
３

月
）第
53
回
展（
２
０
２
２
年
２

月
）
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開

催
。
美
術
館
の
使
用
会
期
等

制
限
の
あ
る
中
、
二
科
展
へ
の

出
品
者
の
こ
と
を
考
え
、
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・

写
真
４
部
一
丸
と
な
っ
て
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
展
か
ら
出
品
を
続

け
て
き
た
一
人
と
し
て
記
し
ま

し
た
。
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第
106
回
二
科
展
で
は
、
国
立

新
美
術
館
公
募
団
体
で
も
初
と

な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
導

入
。
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ー
ド
決

済
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
支
払

い
が
可
能
と
な
っ
た
。
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
彫
刻
の

小
作
品
を
何
点
も
ご
購
入
さ
れ

た
方
等
が
お
ら
れ
…
。
導
入
の

成
果
が
得
ら
れ
た
事
は
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
努
力
を
し
て
き
た

山
田
会
員
を
は
じ
め
、
初
の
試

み
に
携
わ
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ

の
喜
び
は
一
入
で
あ
っ
た
。

　

二
科
会
は
数
年
間
に
渡
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
交
流
を
行
っ

て
き
た
。
今
年
の
事
業
計
画
で

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

	

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

	

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　
５
０
１
号
室

　
　

  

電
話	

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

	

委
員
長	

（  ）絵	

深　

見　

ま
さ
子

	

委　

員	

（  ）絵	

寺　

田　
　
　

眞

		


〃	

〃	

渡　

辺　

倭
文
子

		


〃	

〃	

酒　

井　

と
し
子

		


〃	

〃	

山　

口　

博　

司

		


〃	

（  ）彫	

上　

田　
　
　

快

★ 二科ニュースweb入稿用アドレス ： newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

表１
入場者 （前回比）

一般当日 2,909人 （774増）
前売り券入場 2,730人 （1,212増）
高校・大学 382人 （58増）
チラシ割引 252人 （21減）
チケットぴあ 0人 （±0）
団体割引 49人 （49増）
企画割引 93人 （68増）
新聞社優待券 283人 （66増）
有料入場者 6,698人 （2,206増）
無料入場者 45,563人 （17,279増）

入場者合計 52,261人 （19,485増）

表２

搬入点数 106回展（昨年比）

絵画・一般 1,837点 （104減）

絵画・会友 710点 （79減）

彫刻・一般 81点 （33増）

彫刻・会友 28点 （5増）

合計 2,656点 （145減）

表３ （ウクライナ特別展示を除く）

展示
（遺作含む）

人数（前回比） 点数（前回比）
35才以下

出品者数（前回比）
35才以下 

応募・在籍数（前回比）

絵画・一般 699名 （43増） 762点 （49増） 48名（10増） 48名（10増）

絵画・会友 214名 （1増） 277点 （21増） 6名 （1減） 7名 （±0）

絵画・会員 170名 （6増） 170点 （6増） － －

彫刻・一般 63名 （22増） 66点 （21増） 21名 （8増） 21名 （8増）

彫刻・会友 28名 （6増） 28点 （5増） 1名 （1増） 1名 （1増）

彫刻・会員 52名 （4増） 70点 （14増） － －

展示合計 1,226名 （82増） 1,373点（116増） 76名（18増） 77名（19増）

は
外
交
30
年
に
よ
る
交
流
展
示

を
予
定
。
し
か
し
、
七
月
の
声

を
聞
い
て
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
と
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況

で
あ
り
、
二
科
会
は
交
流
展
示

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と

と
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
芸

術
支
援
で
何
か
で
き
な
い
か
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
行
い
た
い
、

と
の
声
が
理
事
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
日
本
に
避
難
す
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
子
供
た
ち
に
「
今
、

子
供
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
コ

ー
ナ
ー
と「
祈
り
を
込
め
て
」の

コ
ー
ナ
ー
が
実
現
。
会
場
で
は

出
品
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
供

た
ち
や
、
日
本
在
住
の
方
々
の

笑
顔
を
沢
山
見
る
こ
と
が
で
き

た
の
が
何
よ
り
で
あ
っ
た
。

第106回二科展　概要

う
言
葉
を
背
に
、
当
面
は
今
ま

で
の
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
つ
つ

編
集
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
９
年
６
月
、
第
１
号
が

会
員
向
け
の
機
関
紙
と
し
て
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
の
先
輩
諸
氏
が
築
い
て
き
た

二
科
会
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、

運
営
の
見
え
る
化
を
図
り
つ

つ
、
二
科
展
開
催
の
報
告
を
兼

ね
た
紙
面
、
更
に
は
会
員
、
会

友
、
一
般
出
品
者
の
制
作
の
言

葉
が
伝
わ
る
べ
く
掲
載
を
志
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い

御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
編

集
に
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員

の
皆
様
、
受
賞
者
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
号

表
紙
は
爽
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を

狙
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
こ
に
第

79
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

（
深
見
）

帝
国
ホ
テ
ル
二
科
サ
ロ
ン

帝
国
ホ
テ
ル
二
科
サ
ロ
ン
に
お
い
て

第
106
回
二
科
展
受
賞
者
を
中
心
に

小
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
会
場
＝
帝
国
ホ
テ
ル 

イ
ン
ペ
リ

ア
ル
タ
ワ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

［
入
場
無
料
］

2 

0 

2 

3
年

第
１
期（
１
月
10
日
〜
4
月
４
日
）

田
浦 

哲
也	

石
﨑 

琇
子

筒
井 
通
子	

星
野 

敦
郎

宮
本 
恵
美
子	

前
田 

喜
久
子

森　

 

千
惠	

木
村 

隆
行

相
原 

俊
幸	
上
原 　

淳

志
波 

宏
子	
宮
田 
春
奈

第
２
期（
４
月
４
日
〜
７
月
４
日
）

小
出 

和
枝	

有
馬 

広
文

鶴
田 

英
輝	

平
澤 

紀
久
子

竹
川 

洋
子	

久
田 

千
恵
子

大
西 

正
昭	

嵐　

 

蒼
樹

大
吉 

正
子	

高
橋 

さ
ち

森　

 

泰
秀	

山
本 

知
子

第
３
期（
７
月
４
日
〜
10
月
３
日
）

及
川 

英
之	

後
藤 

寿
美
子

富
秋 

和
子	

邑
井 

吉
治

磯
貝 

文
利	

黒
川 

壽
子

島
崎 

紗
椰	

有
澤 

英
子

川
島 　

正	

田
中 

勢
智
代

森
山 

麗
子	

米
村 

保
明

第
４
期（
10
月
３
日
〜
１
月
９
日
）

徳
永 

ス
エ
子	

芝
田 

満
江

中
野 

紀
三
朗	

柳
澤 

綾
子

す
ぎ
も
と 

和	

菊
島 

ち
ひ
ろ

佐
藤 

幸
光	

坪
田 

裕
香

石
見 

香
賀
里	

桑
子 

純
子

前
川 

普
佐
雄	

矢
島 

初
子

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
三
日
逝
去

享
年
86
歳

略
歴

一
九
八
一
年　

第
66
回
展

日
本
美
術
協
会
賞

一
九
八
三
年　

第
68
回
展
会
友
推
挙

一
九
九
九
年　

第
84
回
展
会
友
賞

　

絵
画
部
会
友

　
　

高
柳　

博 

氏

二科会
Instagram

　

106
回
二
科
展
は
、
ウ
イ
ル
ス

問
題
や
世
界
不
安
の
中
多
く
の

制
限
と
工
夫
を
し
な
が
ら
、
新

し
い
試
み
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
二
科
会
の
方
向
性
を
示
唆

し
た
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
二
科
会
に

も
大
き
な
変
化
を
齎
し
、
各
委

員
会
も
、
リ
モ
ー
ト
会
議
を
主

流
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
社

会
の
変
化
と
共
に
、
二
科
会
の

変
革
も
始
ま
っ
て
き
た
と
い
う

状
況
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
前

編
集
長
か
ら
引
き
継
ぎ
を
頂
き

な
が
ら
、
よ
う
や
く
発
刊
に
至

り
ま
し
た
。

　
「
思
い
切
っ
た
刷
新
を
！
あ
な

た
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
！
」
と
い

　

美
術
団
体
と
し
て
芸
術
を
通

し
て
会
員
の
気
持
ち
を
集
約

で
き
る
よ
う
な
義
援
活
動
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
う
。

�

事
務
局
長　

塙 

珠
世

二科会公式インスタグラムでは

・会期中の会場風景

・受賞者インタビュー　など、

二科展の様々なシーンを

発信しています

2023春季二科展
2023年４月19日〜５月２日

東京都美術館

絵画部彫刻部

一般の出品規約は
下記のQRコードから
ダウンロードできます


